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セミミクコデューマ法に依る漆薬の窒素定i誌

(q 8]21I年 3月 29Fl5t叫

㌔ 大:雅 £ 放言

舶誠二はては兼の ミク廿fい ,雛 光弘のl緋
に放鳥を加へて正FPL分析出をWろことを耶かにした
が托法では仙 北かJ:狩の旺岡を畑 とすろ放これを

一般の作鼓分析化すろ月,苛alの化堺大師をbEJHL得
ろセミiク.,1･'A-Y払 こけ研究を湖めた.20-30

TTlgの捻出をILJPそれと格間丑の〆 ･̂コーズなi岱加し
て放物を戊枠ならしめ ミクt,デュー†淡とJIJ雌の良好

なろ成折を1リた｡
書画の化世人拝を使用し成るべく少且の雌 を以て

分析ナろJA合に捻馳 少粗製壬を尉定ナ7,杜夫の凶･T

は天か 娃好でも'･｡rlLb Ege･は 雌 25-ii5rDg

を以でする少丘分析法を離 しbEILJ大計にH.しては在

京の1ヒ番犬拝にくOEmg迄正確に,符合.J相即.両

氏は文の普Jfに放て在来の通常化歩天打を仕州して超
載法にtlそらす防炎故に伎L)2OzT･gi打維t･O1r･1g迄
ffAL称 の有班は 8-0暮CC迄正砧にu沸すろことに
伐り1-分n的をiLrろと宝達していろ-柵 文に於て
くま同書を宇trtして只捷J:l呼 にてぼ1I)bき特発f･-
ろ也只1こけ工も十分井の口的を達し7'JろことS,明zHこ
した,碗 lに捻姓 15-=5mgをIBtけ TJbIl-肘ナろ
aImgのけ雌 及果菜のZPみ 0.Ol仇 のZW の至

誠牡に及l号十彩管を計許して示す.東熊 00LCt･の現

駅l)孤 は殆ど無dl山来るが宝来地 4OTE以上の給仕

に封してはその机が抗大となる位州がもろ｡
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七日 クl･ヂ一一V法に位ろ他事の見難常並に瀬J)
常盤にu(I)棚 する時は共の分解丑汝なる脚 定

8)は_rltにJ<クツ十を生ずる｡然るに… としてta

牲IこrIユ-1を添加すろ末改良法に侠ろときは伽

Zi軌 こ掛 .utろJ3才に茶毘少くよく-鼓した班を7-T;

す｡各博 に放ける分析虹を杜指すLLは乃 )の如き挨
斑曲nを札 ～ H=放ては茨盃 (A,-i)を横瀬lこ奇石
没に於けろZW 出現LIT唖 を焦牡にとってかましたB木
改良法に紘ろFk申訳藍は捷みて少く 土OCS,'･'以T-I.

もろ｡q]t.Zt歪曲投に放て常法衣改良丘3)riElには明EE
なるgf劣の劫 ;知 らか雌 に′Iコ-1をi5加すろ
のんでIiT,PA-▼法と同席各書店兼の鮒 を
士005が 以 下のjR控を似て正確に分析でろことがrJJ
来た｡

範 Z

-′ Tth ､･î JMl lrtL･Ai

L-ヽl▲ t▼41
t■

末技に依り市脚 に対して持ったt投射 など杓
すかは･Xのbくでもろ｡

り ゲー トt,タ7Ppy,f･Eト.･ト̂･+-IL･,トI

l‥ γ･.y-,LI,タ少,札 rly_I.･トルト ル

革の雛 Aにては骨法に抜る特化やfJ汲盛土0.11!''

でもろのにtlL改良法では中々訣苦は 士0.05,< 以下
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でもろ｡

2) I+ナーrpf7土LJL･Tミ･/,ピタIンdT

ン･eン,ナ= -JL･.-+ツーyン守のJEiFt高さ廿

井のn:tlこ放ては柑 二相 の駐芳明nで℡也に依る特
は中土】訳産土b.劫 を示すものもろにfJL政Jl故lこ伐
る時は千句肥 土○瓜,< 以下に川て才に見好Trm
をmli.

3).<ン日 クト,触 ′Tlfン等のq#1>チ

Jt･蓄 (は棚 では掛 に見好さ成坪む′J-=した｡

4) LIt･yT一ナンは其の線 上槌めて古く槻

15mgでは的 ?｡Cの来駕を毅生し柵 に伐ち耶

丑で は叩Ⅶ 炎火であるが改良法に放ろときは中上】訣
凸 上o14,'LでIE･介n的を過し了W.1･74ヒの切介には拍絶

丑を IOttlT:Ⅶ鯉川ひて改良法に依り滋仙女77へはyi

に良好なろ朗 をはることを払めた｡

5) 切払兼,ii略筆.茨ビt- t,ヂ*･/の3経の的

alに付-⊂も鵬 Jtをfiひた引こN壊共にt触 f!fi
めて少くALFILろ雌 を73た一

苅くの如く七H タ｡ヂ>一･r法に′JL･1-1を用
i.ろ時は通常の化歩天狩を使用しrdj-も少JLの細 到り

ひて正価に脚 の全要素を内定し1lJfL休法は非の私iB

鼓だ容易なろ故何柳 兼辛なき米人でも防■

丑lLJiの脈 にてiG足なる髄 地を示し本改J&tE:は脚

収の条相 法として極めて有助である｡

* 溢

書B榊 .謝l'法はi8田,落合稲氏のkAに笹ひ別

報の {タt･ヂ3 --法と大童なき汝舟と省略する｡
り 莞胡tUス脳 ZE

触 分析にfAmしたものと同一のものを川ひた｡
21 触 tr

廿扮 抑こLdlJIJLたものと同-の石英廿fLJ1Jひた斑

粗筋5Inm枚的披化編者 Z2eTZl.TlペストNr2TT)rn

現状鮒 biFIBctl-ナスペスI2mTT'J砂洲 化鞠 10

crnの爪にDtめ粒枝にアスベスtの押へを耶ぐ｢,'L

欠の L,cmの巾化編府を水式で還元する,化のVlkI出

納 のつめガがiクF億 と少し過ちのみであろ0
3)加Lh紫斑

加泉I王妃は円rii:̂'-ナーの苛分を可搬 SEとした｡
恐捜苛分はqスJ'-タで放き血集をtZ･丑に加ました｡
RdiJ･-ト Jfr=焦斐空はモ払三管より少しか .内a!の

ス十十al打力外■に 300IV電急用JLタtJ⊥fiを伸ば

して巻きつけAタイタックスで 7亡〇°位に加よすilは

上い｡

4) T′ト′-p-はや少口盛0･Sct'群生8ccを
tflひた｡邦のu迫は柵だTi補正を&けち｡-bFT充に於て
梢ひたT./トJ-ダーはfl長短めて不正FEで溢1三しぎ

はElの存白と】O-Jも見る釦 '･あった出払な'_,¢する.

5)綬ti I5p-25mgを打丑管に謀tI小諸且lt･拭き
広島法に抜ウOImg迄打丘して;根 管に捗LMU'ff
鼓して前1圭のRJ滋を以て捻蝕 とすら｡
6) 内定姓蜘 を柴正した5鼓官にFに鮒 化萌
5 9cmB柑 化SN05cmのRL=つめ謀tIと嶋印Jl
の′JL･コ-1とht化焦ねとの3毛をよく混合してtlfL
E分析に於けちと托捷D鮒 l:で裟課し分析すろ｡
7) TyトJ-I-の日延をoole亡迄正種にJrふ
固持にiA皮は OjOC,誕掛ミ1mm慈覚錘すら｡崇兼
の窄鰍 ._!タt.Jf3L-YtEの程合の如く甘 粥 t･eれよ
り2fi箆･)rく必中なく兆GA鈍目すろ.

官 助 成 嫌

沓桓頒矧こけ〆̂ ･コ-3<をni加しない冊淡に伏ちゆ
合とグルコーズを追加した改良法に填ろ勧告との此tだ

青酸を行ひ次の如き甘瓜成按を1牲た｡紡史はすべて三
回の中郷 である｡'dLl也に脚 】した〆Jt･つ一利州

我のさク.7fユ-一班に於て任用したものとR-で井
の甘沖 の枯果軌生すろガス等班は兼iBして藍安ない｡
押兄上JJ7:′lI-f中の甜 ;抗を即 ち鑑的3I}

問で_itの払出時抑長さJSiタt'ヂユーY淡よりY.日時
粗長く畢するtlF13阿gT,髄 を行ふことzr･EtL来ろ,
併鵬 の東栄更生には式の共析をT777ノ､A･デyの

罷蛙達でBDOC に .時湖加熱陀放して持点した.
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54 エ 虫 大 計 the ぜ 茄 10を那2*
甫ZRTT=ヂン 45.89 * 46JS 土004

iS仏.Oz 士0【払
I; I.,TT三ヂy 5384 * 532? 士085

位 5376 j:0‡451伯 爵 13304 恵 】337 士OO4

酋 1332 士DO!鳥AB iFl lO.64▲ま 1070 士OC9

iTB jOと占 土Q

t't)つt'f*ソ

岱 〉256 ′土002
ルi,yナイトt]メ-5-に1点る;(,-4'

迫りに大研究にt色力せられT=ろ中里文王氏並にJ!出

御 払を店った1･JE三千悪工撃Fg士に尽くm 鼓しま

す｡

史 EL

り 野口JljZ,rlznl又三 大薬包甘18,8, 1(1947)

2) tEBergcr Jol】r′ PrnkChem,(Z933)1.
3) 沖田,捕分 村■tL少食岩音分肝軌 か二床.
2C2耳.

爆桑の爆発過度の計算に便なる分子熱積分式

(q 和 2LIJF3JJ28口 実 叫

, 於 田 辞 去巨

(p巣怒31工事El式甘it保土ヶ谷エJa)

l * T 毛に A盈 Cは梯脚 度 T'衣 T'に上J)k'まろ

主知Zの… こELLL托衆多政の人々に上って製出 経 である｡

せられた理論式は,このまま'el土工荒淫頚の侶矛i且配 付班 q)帆 二.

芸慧 芸誓 三-Oを ≡:R2品 ;三芸三三三三: lニ i:R･:.d･RE(苦)〉叫
拭みち†Lてゐろ｡而してこの式は七r下に示~旭】くEI分

子封が戒tA息奴上の古迫に放て,LJ,L瀧 とT=ろものと
Ci延し,Jlつこの地 臥上に放てのみ任用せんとする
ものである転にや 鵬ゝ を才け ちものである.現Za上
代分子朝.>.牌 の爆勘 成一脈圧に於てはiB庶と共にfi7
新 一竹加の械向がもろ｡笹者は ElnStClrl棚 を含む

訊蛇の従21ミの比熱式を計井に地利な如く膨 し.

｢Tc.LT･- - ･- い,a Cは物質

及び道政昆即にII)'jiZ空ろJr6枚)
なる比!柑l紛 式のFrしい栽力態 を盟出し.件替て拓
iJaに於てLt熱の℡溺伯の乏しき同tlに放ても,ほはFa

招fLろ形の式 (但しC-Oとして)を染出するもので
ある｡

L 比tLCLの壌分まのIl■

諾巳のJtだ客分手黙式を
C.ー 'LR+=叫R E(O.rT) ･(り
2

上せば,硬苗IiB腔 T.上I)Tモ迄の小鮒 に放ては

C.('m 爺且庭に視L正枝式をとろものと見放し柑る,
q】ち

cr,tAJ12CT .(2)

Jニ(A･2C- -QI:

(3)

なるg汲 Q なら妃嫌を用いることとすら｡
T'とT王とのrLnのEeiaEZETに耽き,

lニC･LLT-JI,C.dTIJニC･一l･r
≒現+･£-軒 吋十g£

今 Q:｣,ニーB とおく (り
Bは退庶Tには搬 休で鰍だの如何衣泣n'▲T).Te
に上り定3･ろ常政である.

而ろときは

rc.I,T-O:一山LT.I
折で (3)式上I)

9.7-AT+CT!であるから
÷rニC･･LT-A-÷ 十CT (5,I

馳 A及 fIの代I)に




